
◆休日急病診療所の運営のほか、在宅医療に関する多職種の連携に資する会議・研修の実施、人
材育成に資する研修の実施、区民向けシンポジウムの開催等を行う。
◆昭和大学江東豊洲病院は災害・救急・周産期の対応や地域診療所との連携が図られているが、
地域医療の拠点として引き続き連携し、区民の安全安心の確保を求めていく。

土曜・休日医科診療・調剤事業、在宅医療連携推進事業

◆各種がん検診および健康診査を実施し、受診率向上に向けての受診勧奨等の啓発を行ってい
る。また、受診しやすい環境を整えるため、実施医療機関の拡充を行っている。
◆各種がん検診の精度管理向上を図るため、実施医療機関への検診チェックリスト並びにフィード
バックを行い、検診の質を高め、要精検者に対し適切な指導を行うよう周知する。

健康診査事業、胃がん検診事業、子宮頸がん検診事業、肺がん検診事業、乳がん検診事業、大腸がん
検診事業、眼科検診事業、前立腺がん検診事業、歯周疾患検診事業、保健情報システム管理運用事業

◆「江東区健康増進計画（第二次）」に基づき、ライフステージに応じた健康づくり施策を進めてい
く。健康状態やライフスタイルに応じ、区民が自ら健康の維持増進に向けて行動できるよう、健診や
各種イベント等を通じ普及・啓発に取り組む。
◆自殺対策については、コロナ禍の影響を注視しつつ、「江東区自殺対策計画」に基づき、地域
ネットワーク及び多様な相談支援体制の強化を図る。

健康増進事業、がん対策推進事業、食育推進事業、自殺総合対策・メンタルヘルス事業

◆国は「健康日本21（第二次）」について、計画期間を平成25年度から4年度末までとしていたが、医療費適正化計画
等の期間と次期計画の期間とを一致させることなどを目的とし、期間を1年間延長することとした。これを受け、都におい
ても、関連計画と調和の取れた指標設定及び施策展開を行うため、「東京都健康推進プラン21（第二次）」の計画期間
を1年延長とした。コロナ禍で得られた知識や経験は、次の各第三次計画に盛り込まれる方向で策定中である。

◆「健康日本21（第二次）」に基づくライフステージに応じた健康づくり施策を進めてきたが、コロナ禍
の外出自粛なども影響して指標は横ばいに留まっているものと考えられる。新型コロナウイルス感染
症の5類移行後の社会経済活動活性化を踏まえ、区民の自主的な健康づくりの充実に取り組む必
要がある。

自ら健康づくりに取り組める環境整備に対する区の取り組みの効果を客観的に示す指標であるため

区民が正しい知識と情報を得て、自ら健康づくりに取り組める環境が整備されています。病気になっても、住み
なれた地域で、安心して暮らし続けられるよう、必要な保健・医療サービスが受けられる体制が整っています。
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◆胃がん（エックス線）・肺がん検診について、元年度から受診券を送付、3年度は検診実施期間の延長と予約システム
の整備、4年度からは、胃がん（エックス線）検診の区内医療機関での実施へと拡充。胃がん（内視鏡）検査の対象年齢
を60歳代偶数年齢に拡大した。
◆がん検診精度管理向上のため、実施医療機関に対し検診チェックリストの実施やプロセス指標の提示を行うなど、質
の向上を目指し、引き続き関連団体と協議する。
◆4年度よりマイナポータルによるがん検診情報の閲覧を開始。今後も国の自治体システムの標準化の動きに合わせ
て、区独自の保健情報システムの標準化に対応するため、関係課・関連団体と協議を進めていく。

疾病の早期発見・早期治療につながる区の取り組みの効果を客観的に示す指標であるため

◆がん検診受診対象者全員に受診券を個別送付、年度途中に受診記録のない方へ再勧奨のはが
きを送付している。新型コロナウイルス感染症が収束に向かう中、受診率はコロナ禍前の数値に少し
ずつ戻り始めている。更なる受診率向上に向け、がん検診の意義や必要性をわかりやすく説明し、
区民が受診しやすい検診環境を整備していく必要がある。

各種がん検診及び健康診査の普及啓発を推進し、受診率向上に努め、区民が自らの健康状態を定期的に把
握できるよう機会を提供します。また、各種検診データを分析し、健（検）診が適正に実施されているかを評価す
るなど健（検）診実施体制の充実に努め、疾病の早期発見・早期治療につながる取り組みを推進します。

◆新型コロナウイルス感染症の影響もあり、啓発イベント等を実施できない事業が生じた。一方で、新規の取り組みとし
て「江東区家庭料理検定」、「こうとう健康チャレンジ」等区民の健康に関する知識の取得や、自主的な運動を促す事業
を実施している。また、区民支援として禁煙外来治療費の一部助成制度やがん患者ウィッグ購入等費用助成制度の開
始、「がん患者と家族のための療養ガイド」の作成、がん夜間相談窓口事業の継続等相談支援体制の拡充ができた。
◆区民が主体的に健康な生活習慣への改善や継続ができるよう、今後も普及啓発を進める必要がある。

健康づくりの普及啓発や相談支援体制の整備など、ライフステージに応じた健康づくりの推進状況
を示す指標であるため

◆3年度の健康寿命は、男性が82.72歳、女性が85.84歳と、男女ともに上昇傾向にある。（平成29年
度：男性82.22歳、女性85.55歳）

健康寿命の延伸を図るために、ライフステージに応じた健康づくりを推進し、区民が主体的に生活習慣の改
善、生活習慣病の発症予防や重症化予防に取り組めるように、がん対策や食育の推進、運動・スポーツ習慣を
含めた健康づくりの普及啓発や相談支援体制を整備します。また、こころの健康づくりに関する取り組みを充実
させるとともに、関係機関と連携して自殺対策を推進します。
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1

ライフステージに応じた健康づくりの推進を主に、概ね適切な取り組みが行われている。ヒアリン
グの中でも指摘されていたウォーキングは年代を問わず手軽に実践でき、心身の健康の維持や
疾病予防にも高い効果があるとされていることから、より積極的に普及させることにさらに力を入
れることが望まれる。

「区民の健康意識と行動に乖離がある」と的確に課題を把握、そのギャップを埋めるべく施策を
展開している。特に「歩く」ことを奨励するためにスマホアプリによるポイント付与やルート設定を
行い、さらにイベントでのルートがマンネリ化しないよう工夫を検討中という。積極的な姿勢が数
字（自分は健康だと思う区民の割合）に表れている。区民モニターから要望があったように、歩行
者と自転車などの接触事故などについての対策や、健康マイレージを使っての健康情報の発信
にも期待したい。

ライフステージに応じた健康づくりの推進にむけて、区民の健康意識や一人当たり医療費、健診
受診状況など、区民の健康をとりまく環境の分析が行われ、それに基づいた政策展開がなされ
ていると感じた。
自殺対策については、自殺を思い悩む前のステージが確かに重要で、ゲートキーパー養成研
修も、江東区自殺対策計画の事業内容欄に記載のあるように区民へ受講啓発を進めると同時
に、区内企業への展開も検討してほしいと思う。

◆新型コロナウイルス感染症患者を診察・入院受入する医療機関・薬局への支援を行い、区民の安全安心の確保を進
めた。
◆コロナ禍で開催できなかった、医療従事者等を対象とする研修事業や区民への啓発イベント等を実施し、在宅医療・
介護体制を推進していく必要がある。

◆区民の健康意識と行動に乖離があることから、引き続き効果的な普及・啓発事業を実施する必要
がある。

◆「江東区健康増進計画（第二次）」に基づくライフステージに応じた健康づくり施策を積極的に実
施していく。
◆健康状態やライフスタイルに応じ、区民が自ら健康の維持増進に向けて行動できるよう、今後も引
き続き健診、講演会や各種イベント等を通じ普及・啓発に取り組む。

良質で適切な保健・医療体制の充実と連携促進状況を客観的に示す指標であるため

◆2年度は低下したが、ここ数年は若干の上昇がみられる。

区民が良質で適切な医療を受けられるよう、急性期・回復期から在宅医療に至るまでの切れ目のない医療連携
体制を整備していきます。また、在宅医療に関するニーズに応えるため、かかりつけ医を普及し、医療機関及び
介護事業者等との在宅医療・介護連携体制の構築に努めます。
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医師会や医療関係機関を中心に、連携が進んでいると思われる。専門的でセンシティブな課題につい
て、または在宅医療や個々人の健康増進にむけた運動や活動において、コロナ禍を経て定着しつつあ
るオンライン診療やオンライン面談、オンラインイベント等の有効利用やSNS活用については、さらに検
討してほしいと感じた。

概ね妥当であるが、区民との協働やICTの活用については、今後さらなる推進を期待したい。

「生きづらさ」を減らすなど視点は正しいが、自治体ができることを超えた国全体の仕組みや社会全体の
問題でもある。相談対応に当たる区職員や福祉の窓口、民間団体の協力をもとに、より大きな問題をとら
え、改善していく方向が望まれる。

コロナ５類移行に伴い、人々の健康意識、健康づくりのための運動ニーズなどを捉えた事業が展開され
ていると感じた。概ねどの取り組み方針および施策事業なども高水準にあると思われるが、より区民ニー
ズにこたえる施策としては、何が有効か、全体像を見直すことも必要と思われる。

評価対象期間は、主に新型コロナウイルス感染症の対応を余儀なくされたが、区民の命と健康を守り抜
くために、国や都の政策、社会動向なども踏まえつつ、健康部・保健所を中心に区を挙げて取り組んだ
時期であり、そのことに深く敬意を表したい。

自殺対策に関連して、いきづらさの軽減を目標とし、福祉の窓口を含む区の職員への教育を進めてい
る。一般の人への普及啓発や人材育成は今後検討するとのことで、期待したい。

3

急性期・回復期から在宅医療に至るまでの切れ目のない医療連携体制の整備を進めているが、
特に、新型コロナウイルス感染症の対応においては、当該感染症患者を診察・入院受入する医
療機関・薬局の支援を行うことで、区民への医療提供体制の確保に努めている。主要指標であ
るかかりつけ医を持つ区民の割合については目標値達成に向けて一段の取り組みが必要であ
る。

在宅医療促進について何が必要かを把握しつつ、多種間連携研修などの地道な取り組みを続
けている。またこれまでは「医師の個人的な努力により対応してもらっている」として、今年度から
は対応できる医療機関のシステム化を目指すなど一歩一歩課題を解決していく姿勢を評価した
い。

24時間対応の在宅医療の体制構築について、区内の各在宅医療に係る機関と区の医師会、区
が連携しシステム化して体制を構築していくとのことで、適切に施策展開がなされていると感じ
た。コロナ５類移行に伴い、さらに体制構築の迅速化に期待する。

2

がん検診受診対象者全員に受診券を個別送付するとともに、年度途中に受診記録のない人へ
再勧奨のはがきを送付するなど、受診率向上に向けたきめ細やかな取り組みを行っている。

各種がん検診や健康検診をきめ細かく進め、難病の早期発見の取組も行っている。コロナ禍で
中止となっていた難病講演会について今年度の実施が計画されていればなお良かった。特に
申請件数の多いパーキンソン病の知識普及は重要である。

検診受診率は、ターゲットを絞るのではなく、全世帯で上げていきたいとのことだが、全世帯で受
診率をあげるにせよ、さらに詳細な分析をし、きめ細やかなアプローチをすることで、全体として
の受診率が上がるのではないか。
検診機会の拡充について、受診期間の延長と予約システムの導入、区内医療機関による検診
実施と、検診機会が着実に増えている。今後の、より身近な場所での検診場所の確保に期待す
る。
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≪参考≫　外部評価モニターの評価

◆指標については現状値から低下している指標もあるが、施策全体としては近年順調に推移してお
り、施策の進捗状況は概ね順調であると言える。
◆今後も施策が目指す江東区の姿の実現及び指標の向上に向け、下記について着実に取り組む
必要がある。

◆区民が主体的に健康づくりに取り組めるよう、「健康増進計画（第二次）」に基づき、気軽に実践で
きる健康づくりの普及啓発に積極的に取り組むことで、健康寿命の延伸・生活の質の向上を図る。

◆自殺対策について、「江東区自殺対策計画」に基づき、引き続き地域ネットワークの強化及び多
様な相談支援体制の充実を図る。

◆各種がん検診及び健康診査について、受診しやすい健診環境の整備や未受診者への再勧奨の
実施など、引き続き受診率向上に努める。

◆在宅医療に関するニーズに応えるため、多職種の連携に資する会議・研修の実施及び人材育成
研修を実施することで、医療機関・介護事業者等との在宅医療・介護連携体制の構築に努める。

4人 8人 1人 0人 0人 13人

S A B C 無回答 計

概ねどの取り組み方針および施策・事業なども順調に遂行されていると思われる。健康福祉・保険医療
は、専門的な分野で区民個人の命に係わる大切な分野だが、一方で、方法論については、可能な限り
専門分野にこだわらず従来方法を見直すことも有効と思う。そのため、調査したアンケート等はデータを
まとめて終わるだけでなく、施策が浸透するにはどうアプローチしたらよいのか、その糸口を探るデータと
してより分析を深めてほしい。方法論を変えて試行をすることがあってもよいと感じる。

「3 取組方針の実施状況」中、取組方針2の成果と課題に、「4年度よりマイナポータルによるがん検診情報の閲覧を開
始」とあるが、「4年度より区民がマイナポータルで自分のがん検診情報を閲覧できるよう情報を整備した」が正しいので
はないか。日本語としてより正確な記述を求めたい。それと同時に、いま焦点のマイナポータルをめぐり、実際の閲覧件
数の把握や区民によるその評価についても今後、注視していってほしい（マイナポータルの閲覧にはカードリーダーが
必要など条件があり、面倒といえば面倒である）。

健康部・保健所は部長・課長を含めて医師をはじめとする専門職員が多く、これらの高度な専門性と事
務系職員の能力が組み合わさって健康づくりの推進と保健・医療体制の充実に向けた取り組みが展開
されている。ヒアリングを通して区民の命と健康を守り抜くという強い使命感も感じられた。

江東区は他区に比べ国保の加入率が高く、一人あたり医療費が高い、生活習慣病の有症率、罹患率が
高いなど難しい状況にあるにも関わらず、すべての分野できめ細かく課題を把握し、一つ一つ前に進め
ている。健康部長以下、極めて質の高い施策展開ができている。
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